
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【目指す児童像】 【研究の目標】 

【研究構想図】 「特別支援教育の視点を取り入れる」 「『わかる、できる』喜び」 

どの子にも「わかる、できる」喜びを実感させることができる授業づくりの研究 

～特別支援教育の視点を取り入れた知識構成型ジグソー法による学習を通して～ 

飯塚市立庄内小学校 教諭 児玉 正昌 

主
題
・
副
主
題
の
意
味 

主体的に問題解決に取り組み、対

話活動を通して課題が解決したと

いう達成感や、課題解決の方法や

新しい考え方、新たな課題を見つ

けたときの充実感。 

児童の特性や実態を的確に把握した上

で、児童一人一人の教育的ニーズに応

じた指導や支援の工夫を、すべての児

童を対象にした手立てとして授業をデ

ザインしていくこと。 

 

〇主体的に学習課題と向き合い、自ら見 

通しを持ち、解決方法をさぐる子ども 

〇資料から必要な情報を読み取り、自分 

の考えを持つ子ども 

〇自他の考えを交流しながら考えを深め 

る子ども 

〇自分の言葉で学習内容をまとめ、新た 

な課題を見出す子ども 

通常学級での学習において、全て
の子どもにとって「わかる・できる」
喜びを実感させることができる授
業を構築するため、特別支援教育
の視点を取り入れた知識構成型ジ
グソー法による学習を行うことの
有効性を明らかにする。 

研 

究 

の 

実 

際 
 

【
単
元
「
水
溶
液
の
性
質
と
は
た
ら
き
」
】 

【着眼１：課題提示の工夫】 

【着眼２：エキスパート資料の工夫】 

【着眼３：視覚的な支援をするツールの活用】 

知的好奇心を刺激する課題 

課題と既習事項を結びつける対話 

相手・目的意識のある情報収集 

根拠を示しながら情報整理 

水溶液の性質について考えを深める 

成
果
と
課
題 

【成果】 
〇 判別できなくなった水溶液を特定していくという設定は、児童の知的好奇
心を刺激し、対話活動を活発にした。 
〇 実験をエキスパート活動に仕組むことは、活字自体に抵抗を示す児童や情
報収集が苦手な児童にとっても有効であった。 
〇 ICT機器の活用や具体物の操作、フローチャートの作成においては、全て
の子どもにとって「わかる・できる」喜びを実感することができる授業を構
築する上で有効であった。 

【課題】 
○ 使用するツールそのものがもつ特性を十分に理解し、実態と
照らし合わせながら授業をデザインしていく必要がある。 
○ 児童一人一人の教育的ニーズに応じた指導や支援のさらな

る工夫が必要である。 


